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会報  第 210 号 令和２年８月 30 日発行 

中里学区人口 R2.8.1 現在 

世帯数  ４６０   

総人口 １０７６ 

男 524  女 552 

   

石
川
諒
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
会
長
に
聞
く 

い
っ
こ
う
に
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
せ
ず
、 

最
近
は
茨
城
県
内
で
も
県
北
地
区
、
ひ
た
ち 

な
か
市
、
那
珂
市
、
東
海
村
、
常
陸
太
田
市 

な
ど
で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
P

C

R
検
査 

陽
性
者
の
発
表
が
あ
り
、
い
つ
か
自
分
も
感 

染
し
な
い
か
と
警
戒
し
毎
日
不
安
な
日
常
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
と
し
て
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
今
後
の
行
事
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
が
、
現
状
で
は

合
同
体
育
祭
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
が
難
し
く

中
止
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
敬
老
会
に
つ
い
て
も
、
日
立
市

よ
り
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
に
中
止
の
通
達
が
あ
り
、
市
よ
り
対

象
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
、
式
典
は
中
止
と
な
り
ま
す
が
敬
老
者

へ
敬
意
の
気
持
ち
を
贈
り
ま
す
。
中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

で
は
「
海
を
い
た
だ
く
」
の
テ
ー
マ
で
全
員
対
象
者
に
缶
詰
セ
ッ
ト

が
贈
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
文
化
祭
に
つ
い
て
は
開
催
の
方
向
で
検

討
中
で
す
が
、
感
染
状
況
に
よ
り
再
判
断
と
な
り
ま
す
。 

 

今
月
か
ら
中
里
小
・
中
学
校
の
合
同
校
舎
の
建
設
に
係
る
周
辺
工

事
が
開
始
さ
れ
、
１０
月
か
ら
は
校
舎
建
設
の
直
接
工
事
も
開
始
さ
れ

ま
す
。
昨
年
の
台
風
１９
号
に
よ
る
水
辺
空
間
と
そ
の
周
辺
被
害
の
工

事
も
秋
ま
で
に
は
終
了
見
込
み
で
す
が
、
学
校
校
舎
建
設
の
資
材
置

き
場
と
し
て
水
辺
空
間
は
利
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
校
舎
完
成

頃
（
令
和
３
年
秋
）
が
水
辺
空
間
利
用
可
能
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

新
校
舎
完
成
し
子
ど
も
た
ち
が
更
に
元
気
に
勉
強
で
き
、
自
然
豊
か

な
風
景
で
生
長
で
き
る
こ
と
を
地
域
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
山
水
苑 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

理
事
長 

関 

國
廣
氏 

 

日
立
市
は
、
女
性
活
躍
や
次
世
代
育
成
支
援
な
ど
で
国
が
認
定
す
る
「
え
る
ぼ
し
」「
く

る
み
ん
」
な
ど
を
取
得
し
た
企
業
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
る
。
市
内
企
業
の
働
き
や
す
い

環
境
作
り
を
後
押
し
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
本
年
度
、「
え
る
ぼ
し
」
取
得
の
社
会
福
祉

法
人
山
水
苑
（
関
國
廣
理
事
長
）
が
日
立
市
か
ら
初
め
て
の
認
定
を
受
け
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
水
苑
は
下
深
荻
町
に
９１
床
（
シ
ョ
ー
ト
含
む
）
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
設
置
・
運

営
、
ま
た
滑
川
町
、
金
沢
町
、
水
戸
市
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
中
で
す
。
今
後
の

計
画
で
、
日
立
市
役
所
６
号
国
道
を
挟
ん
だ
斜
め
前
（
鹿
島
町
）
に
地
上
４
階
建
て
の
「
サ

テ
ラ
イ
ト
館
」
と
言
う
名
称
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
令
和
３
年
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
予
定

で
あ
る
。 

 

山
水
苑
は
１
５
０
名
の
従
業
員
の
う
ち 

８
割
以
上
が
女
性
で
、
管
理
職
の
６
割
が 

女
性
で
あ
る
。「
え
る
ぼ
し
」
認
定
基
準
の 

５
項
目
を
全
て
満
た
し
て
い
る
。 

 

７
月
中
旬
認
定
式
が
、
市
役
所
で
行
わ 

れ
小
川
春
樹
市
長
よ
り
目
録
が
手
渡
さ
れ 

た
。
小
川
市
長
よ
り
「
今
の
社
会
に
求
め 

ら
れ
て
い
る
も
の
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん 

で
お
り
、
素
晴
ら
し
い
。
互
い
に
カ
バ
ー 

し
合
え
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
」
と 

称
え
ら
れ
た
。
認
定
の
喜
び
を
関
謹
志
施 

設
長
、
中
村
淳
一
氏
に
尋
ね
る
と
、「
表
彰 

は
う
れ
し
い
事
で
あ
る
が
、
毎
年
見
直
し 

が
あ
る
の
で
維
持
・
継
続
す
る
こ
と
が
大 

変
で
す
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に 

残
っ
た
。 

（
令
和
２
年
８
月
１０
日
茨
城
新
聞
紹
介
） 
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報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

安
瀬 

年
勝
氏 

 

盆
の
休
暇
に
入
る
１０
日
（
月
）
に
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
安
瀬
年
勝
氏
よ
り
、
大
量

の
菊
の
花
を
い
た
だ
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
各
サ
ー
ク
ル
の
方
に
ご
購
入
い
た
だ
き
、
集
ま
っ

た
売
上
金
は
「
N

P

O
な
か
さ
と
」
の
運
営
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

安
瀬
氏
は
、
一
昨
年
か
ら
本
格
的
に
花
作
り
を
し
て
お
り
管
理
さ
れ
た
花
畑
に
は
、
見
事

に
菊
の
花
が
育
ち
び
っ
く
り
。
主
に
花
は
盆
用
の
生
花
と
し
て
十
王
の
道
の
駅
に
卸
し
て
い

る
と
の
事
、
虫
・
病
気
の
発
生
も
な
く
農
薬
管
理
は
？
と
尋
ね
る
と
、
興
味
深
い
回
答
を
得

た
の
で
皆
さ
ん
の
作
物
作
り
に
も
参
考
に
な
る
か
と
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
菊
の
花
の
周

囲
は
背
丈
の
高
い
植
物
（
一
見
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
似
）
で
囲
ま
れ
て
い
た
。 

 

ソ
ル
ゴ
ー
の
バ
ン
カ
ー
プ
ラ
ン
ツ
効
果 

 

安
瀬
氏
に
よ
る
と
、
ソ
ル
ゴ
ー
（
ソ
ル
ガ
ム
）
は
、
イ
ネ
科
の
一
年
草
で
モ
ロ
コ
シ
の
一

変
種
。
主
に
４
つ
の
効
果
が
あ
り
、
第
一
は
バ
ン
カ
ー
プ
ラ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
、
つ
ま
り 

作
物
に
発
生
す
る
害
虫
の
天
敵
と
な
る
益
虫
を 

呼
び
寄
せ
、
常
に
待
機
さ
せ
て
お
く
場
所
。 

ソ
ル
ゴ
ー
は
特
に
ナ
ス
類
と
組
み
合
わ
せ
て
栽 

培
さ
れ
る
例
が
多
い
。
第
二
は
暴
風
対
策
、
背 

丈
が
高
く
丈
夫
で
折
れ
に
く
い
。
第
三
は
、
緑 

肥
と
し
て
の
役
割
が
期
待
で
き
る
。
畑
に
鋤
き 

込
む
と
有
機
物
を
土
壌
に
還
元
し
、
肥
料
を
分 

解
し
て
微
生
物
を
繁
殖
さ
せ
る
。
水
は
け
や
保 

肥
力
を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。
第
四
は 

休
耕
地
の
雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
役
割
も
期
待 

で
き
ま
す
。
ま
た
、
種
は
安
価
で
購
入
も
で
き 

発
芽
・
成
育
力
も
強
い
の
で
試
し
て
み
て
は
？ 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
行
事
に
つ
い
て 

中里小学校２年生が交流センター見学に 

中
里
産
の
菊
の
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

「働
き
や
す
い
環
境
企
業
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る 

 
 

 

中里小学校２年生６名が、社会科の勉強で地域の職場

（交流センター・JA 中里・中里郵便局）訪問を行い、

６月３０日（火）交流センターを見学。調理室の調理

台が上下に動くこと、和室にお茶用の釜戸がある事に 

興味を持って見学していきました。 
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今
年
の
７
月
、
長
雨
が
続
き
滝
沢
の
上
流
に
た
め
込
ん

だ
水
が
踊
る
よ
う
に
跳
ね
て
い
ま
し
た
。
新
緑
の
葉
か
ら

は
イ
オ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

撮
影
者 

椎
名 

里
見
氏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

助
け
合
い
な
か
さ
と 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

理
事
長 

石
川 

諒
一 

な
か
さ
と
号
の
運
行
は
、
今
年
７
月
か
ら
１２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様
か
ら
は
、 

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
、
た
く
さ
ん
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も 

ひ
と
え
に
中
里
学
区
全
世
帯
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
近
年
の
諸
事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
運
営
が
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
経
費
節
減
を
図
る
た
め
午
後
の
運
行
は
１
台
に
し
て
ご
利
用
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
も
推
進
員
様
の
ご
協
力
に
よ
り
世
帯
負
担
金
４
２
６
世
帯
分
、
金
額
６
３
９
０
０
０
円
を
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
他
個
人
的
に
左
記
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

①
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

安
瀬 

年
勝
様 

 

 

菊
の
花
の
売
上
金 

 

②
ご
家
族
が
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す 

 

 
 

匿
名
希
望 

現
金 

③
ほ
ん
の
気
持
ち
で
す
。
中
里
号
で
お
使
い
下
さ
い 

山
家
ひ
め
子
様 

現
金 

 

合
計
金
額 

１
４
９
１
０
０
円
（
①
②
③
） 

  

 

８
月
１６
日
（
日
）
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
囲
碁
・ 

将
棋
大
会
を
開
催
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
大
会
を
実
施
す
る 

た
め
充
分
な
感
染
対
策
を
協
議
。
参
加
者
全
員
の
体
温
測
定
、
マ
ス
ク
装
着
・

手
指
消
毒
は
勿
論
、
会
場
の
換
気
対
策
・
参
加
者
の
間
隔
確
保
を
行
い
、
勝
負

の
長
く
な
る
囲
碁
は
対
局
す
る
者
の
中
間
に
透
明
の
遮
蔽
シ
ー
ト
を
設
置
し
飛

沫
防
止
対
策
を
行
っ
た
。
中
里
学
区
内
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
今
回
で
９１
回
目
、

年
に
二
回
の
大
会
が
行
わ
れ
、
昭
和
５１
年
８
月
か
ら
４５
年
間
継
続
し
て
い
る
歴

史
あ
る
大
会
で
あ
り
、
現
行
ま
で
一
回
の
中
止
も
な
く
行
わ
れ
て
い
る
た
め
文

化
部
（
大
津
満
夫
部
長
）
と
し
て
も
対
戦
を
実
施
で
き
る
方
法
を
検
討
。 

 

今
回
約
２０
名
の
参
加
者
が 

集
合
し
囲
碁
・
将
棋
の
強
者 

た
ち
の
対
局
が
開
始
さ
れ
た
。 

 
 

           

ち
な
み
に
こ
の
歴
史
あ
る
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
第
一
回
が
行
わ
れ
た
昭
和
５１
年
８
月
の
優
勝
者
は 

囲
碁
の
部
が
吉
成
寿
一
氏
、
将
棋
の
部
が
会
沢
肇
氏
で
あ
る
。
昭
和
６０
年
８
月
か
ら
（
第
２１
回
）

大
会
か
ら
文
化
部
が
主
催
者
と
な
り
、
第
５０
回
の
記
念
大
会
優
勝
者
は
囲
碁
の
部
が
石
川
諒
一
氏

（
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
）、
将
棋
の
部
が
金
沢
忠
蔵
氏
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
大
会
実
施

で
あ
り
感
染
対
策
に
試
行
錯
誤
し
た
が
無
事
大
会
終
了
で
き
た
こ
と
。
参
加
者
か
ら
は
一
日
楽
し
く

過
ご
せ
た
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
安
堵
の
想
い
で
あ
る
。 

 
 

 

文
化
部
部
長 

 

大
津
満
夫 

 

感
染
対
策
を
充
分
い
行
い
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催 

 

 
 
 
 
 

 

中央に透明のビニールシートで遮蔽板作製し対局 

文
化
部
長 

大
津
氏
の
開

会
宣
言
に
よ
り
対
局
開
始 

今回の入賞者 囲碁の部 

優勝 石川 諒一氏 二位 野沢 芳男氏 

三位 清末 武氏 

 

将棋の部 

優勝 深田 清二氏 二位 与沢 茂氏 

三位 増子 保男氏 

 

清
流
お
ど
る
玉
簾
の
滝
と
新
緑 

「
助
け
合
い
な
か
さ
と
」
の
運
行
継
続
の
ご
支
援
・
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

   

ご寄付者２名 原文でご紹介いたします。 

お気持ち有効に活用し、皆様に愛される公共タクシーを目指します 

          助け合いなかさと 理事長 石川 諒一 


